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町政の見える化、ハコモノ行政か

らソフト化への改革を推進したい。

軽井沢町の先人が培われた自然、

伝統、文化を未来につなぎたい。

問 1、軽井沢町議会議員に立候

補する理由は。

問 2、議員として取り組みたい

項目を、選択肢の中から 3 つ優

先順に。

① C. 教育環境の整備　

② M　③ D

転校しても入りたい特色ある学校

づくり、創造性豊かな教育推進。

多機能な避難場所・避難所の新設。

町の防災係の体制整備。

22 年／社会教育委員、学校ボラ

ンティア、フードバンク軽井沢。

4 回（後期議長）／狭あい道路関係、

避難場所・避難所関係、農地保全。

11 回／住民の声を多角的に聴く

広聴機会充実と議会広報紙改革。

16回／子ども医療費窓口無料化、

妊産婦医療費無料化、議会改革。

6 回／町民の身近な困り事の解

消、相談等に時間を割くこと。

5 回／住民や観光客のためのイ

ンフラ整備等。

7 年半／私塾（中軽塾）の運営。

ボーイスカウト活動のお手伝い。

3 回／中軽井沢駅を核とした活性

化策の策定と実行。

10 回／これまで無視されてきた

教育的課題に光をあてた。

16 回／障がい児福祉の向上、観

光地としての優しさ（看板等）。

9 カ月／「中沢工房」で“ヤギの

シフォンケーキ”をつくり販売。

23 年／運営委員会長を務め全放

課後子ども教室立ち上げに尽力。

13 回／支援の必要な方々や不登

校の児童・生徒への支援の強化。

誰もが感じられるつながりや見守

りのための機会づくり・場づくり。

認知症介護者支援レセプト代給食費

無料化推進、防災士資格助成推進。

一般質問等で行政にアピールをし

ていく。

子育てしやすい環境整備。軽井沢

病院の運営を改善、強化。

透明な入札、透明な選任の仕組み

作りを行う。

宿泊を伴う滞在型リゾート観光の

推進と特産品開発。

公教育の一層の充実を目指し、一

方で町独自の科目設定を画る。

現在の交通システムを検証し、当町

に合ったシステムを構築する。

高すぎる国民健康保険料、介護保

険料の引き下げをめざす。

障がい児者へ切れ目ない支援の充

実。給食費助成。ファミサポの確立。

病院経営知識と病院を支えるとい

う意志のある病院事務長の任用。

① J. 防災のまちづくり　

② K　③ N. 障がい者福祉

問 3、問 2 で最初に挙げた項目

の実現に向け、どんな活動をす

るか。

問4、＜現職＞直近の任期4年間で一
般質問（代表質問含む）に立った回数（議
会だよりから集計）。尽力したこと。
＜新人＞軽井沢在住歴と、これまで行って
きた仕事や団体活動で果たしてきたこと。

① F. 介護・福祉の充実　

② M　③ J

① M・F　② E・A　

③ N. 軽高存続、高校前駅新設

① M. 子育て支援　　

② F　③ D

① A. 商工業・観光業の振興　

② C　③ M

① A. 商工業・観光業の振興　

② H　③ K

① C. 教育環境の整備　

② H　③ A

① L. 交通システムの改善　

② F　③ M

① F. 介護・福祉の充実

② D　③ K

① M. 子育て支援　

② L　③ N. 軽井沢町デジタル化

① C. 教育環境の整備（公立から

国立医大へ）② D　③ L

① D. 医療体制の強化　

② M　③ C

郷土であるこの町が輝き続けるた

めには地域の自治力が大切だから。

住民の皆様の小さな声を町政へお

届けするため。

町民福祉のさらなる向上のため

に。

日本一住みたいまちを目指すた

め。

町の産業を復興し、若者が戻って

こられる軽井沢を作るため。

地域を愛する心の育成と住民同士

助け合い、地域団体同士の連携。

人を育てる。自然を育む。軽井沢

に欠かせぬこの両課題に取り組む。

福祉の遅れや公共交通の整備のた

めに力を尽くしていきたい。

赤旗記者の経験を生かし、現場の

目線で町政を良くするため。

『誰一人取り残さない』軽井沢町

SDGs 実現にむけて働きたい。

信頼される軽井沢病院と障がいの

有無に関わらず快適な町づくり。

赤井  信夫 (59)
追分／無所属

氏 名 ( 年齢 )
住所／所属政党

6 年／東村山市議を 7 期務めた。

軽井沢移住後は農業に従事。

① H. 景観・自然環境の保護　

② F　③ C

これ以上の開発や市街地化は軽井

沢の魅力を失うとの危機感から。

8 回／当初予算審議及び決算審

査の効率的な運営方法に変更。

地域包括ケアシステムの柱である

医療と介護が連携できる体制。

① F. 介護・福祉の充実

② M　③ K

45 年間の行政経験を活かし、軽

井沢町の発展に寄与すること。

軽井沢町議選 立候補予定者アンケート 

自然保護対策要綱による規制を強

化し、自然保護団体への助成。

古参町議 6 人急な引退の理由を！

町選管に嘘3件吐かれ公報金曜に。

国立大医学部合格と軽井沢病院勤

務誓約で、奨学金支給を提案。
7 年半／ 2011 年にみずほ銀行

定年退職。

① N. 地域コミュニティの充実　

② H　③ L

あかい　　　　のぶお

市村 守 (68)
油井／無所属

いちむら　　まもる

押金 洋仁 (52)
新軽井沢／無所属

おしがね　　ようじ

川島 さゆり (57)
古宿／公明党

かわしま

木内 徹 (69)
成沢／立憲民主党

きうち　　  とおる

佐藤 敏明 (68)
南軽井沢／無所属

さとう　　　としあき

佐藤 幹夫 (61)
旧軽井沢／無所属

さとう　　　みきお

田辺 敦司 (43)
中軽井沢／無所属

たなべ　      あつし

土屋 好生 (61)
中軽井沢／無所属

つちや　　　よしお

寺田 和佳子 (45)
古宿／無所属

てらだ　　　わかこ

遠山 隆雄 (68)
借宿／無所属

とおやま　　たかお

利根川 泰三 (65)
新軽井沢／無所属

とねがわ　　　　　たいぞう

真島 聡子 (51)
成沢／公明党

ましま　　　さとこ

中沢 睦夫 (68)
下発地／日本共産党

なかざわ　　むつお

山崎 実 (67)
大日向／無所属

やまさき　　みのる

横須賀 桃子 (49)
塩沢／無所属

よこすか　　　　　ももこ

ふりがな

10 年／ H30 年西部小 PTA 会

長。馬子唄道中役員。

イベント誘致、農産物加工販売の

環境と現場目線の教育環境の整備。

① A. 商工業・観光業の振興　

②Ｃ　③ K

中学生の父、又創業社長の視点か

ら町民の思いをカタチにするため。
福本 修 (52)
追分／無所属

ふくもと　　おさむ

　軽井沢新聞社は、3 月末までに町議選の立候補に必要な書類を町選挙管理委員会に取りに来た人

を対象にアンケートを実施した。上から五十音順で掲載。問 2 で質問した取り組みたい項目につい

ては、右記の選択肢を用意。問 4 では、現職と新人で質問内容を変えている。

＜問 2の選択肢＞
A. 商工業・観光業の振興／ B. 野生動物の対策／
C. 教育環境の整備／D. 医療体制の強化／ E. スポー
ツ振興／F.介護・福祉の充実／G.議会改革／H.景観・
自然環境の保護／ I. 文化遺産の保護／ J. 防災のまち
づくり／K.農業の活性化／L.交通システムの改善／
M. 子育て支援／N. その他
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